
　
高
齢
者
へ
の
虐
待
は
、
誰
も
が
当
事
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
、
身
近

な
問
題
で
す
。
虐
待
は
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
で
深
刻
な
事
態
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
な
た
の
気
付
き
が
高
齢
者
を
守
り
、
本
人
を
支
え

る
家
族
な
ど
の
支
援
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
本
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
高
齢
者
安
心
課
内・ＴＥＬ

㉒
２
１
７
９
）ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(
ID
＝
１
２
６
３
１)

へ
。

高
齢
者
虐
待

高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

高高
齢
者
虐
待
は
な
ぜ
起
こ
る
？

　介
護
負
担
の
増
大
、
地
域
で
の
孤

立
、
経
済
的
な
問
題
、
家
族
間
の
長

年
の
折
り
合
い
の
悪
さ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、

虐
待
の
発
生
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
本
人
の
た
め
を
思
っ
て
の

行
動
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
が
虐
待
に

当
た
る
場
合
が
あ
り
、
意
図
せ
ず
、

誰
も
が
当
事
者
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
虐
待
は
、
決
し
て
他ひ

と
ご
と
人
事

で
は
な
く
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
発
生

し
て
い
ま
す
。

　要
因
の
一
つ
で
あ
る
介
護
負
担
の

増
大
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利

用
で
軽
減
で
き
ま
す
。
心
身
に
余
裕

を
持
つ
た
め
、活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

高高
齢
者
虐
待
の
種
類

▼
身
体
的
虐
待
＝
殴
る
、
蹴
る
、
体
を
縛
り
自
分

で
動
く
こ
と
を
制
限
す
る
な
ど
の
身
体
へ
の
暴
力

▼
心
理
的
虐
待
＝
本
人
の
精
神
的
苦
痛
と
な
る
脅

し
や
威
圧
的
な
態
度
、
無
視
、
嫌
が
ら
せ
な
ど

▼
経
済
的
虐
待
＝
本
人
に
無
断
で
の
年
金
や
預
貯

金
の
使
用
、
財
産
の
売
却
な
ど

▼
性
的
虐
待
＝
本
人
が
嫌
が
る
性
的
行
為
や
そ
の

強
要
な
ど

▼
介
護
放
棄
＝
必
要
な
介
護
や
世
話
を
怠
り
放
置

す
る
こ
と
な
ど

ここ
ん
な
高
齢
者
に
気
が
付
い
た
ら

相
談
し
て
く
だ
さ
い

▼
体
や
顔
に
あ
ざ
が
あ
る

▼
衣
服
が
乱
れ
て
い
る
。
不
衛
生
な
状
態
で
あ
る

▼
以
前
と
比
べ
表
情
が
乏
し
い
。
お
び
え
て
い
る

▼
高
齢
者
に
対
す
る
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る
　な
ど

　気
が
か
り
な
様
子
の
高
齢
者
が
い
た
場
合
は
、

迷
わ
ず
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
下
表
の
と
お

り
）へ
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。
相
談
者
の
氏
名
な

ど
の
個
人
情
報
は
守
り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

共生社会実現のまちへ

センター名・電話番号 所在地
中央地域包括支援センター

㉒2179
石原80

（市役所内）
西部地域包括支援センター

㉖7567
渋川（藤ノ木）2659

（北毛介護支援センター内）
金島・伊香保地域包括支援センター

㉔8366
金井2212-1

（特別養護老人ホームかない苑内）
古巻地域包括支援センター

㉔1300
半田785-5

（特別養護老人ホーム永光荘内）
豊秋地域包括支援センター

㉒2231
石原564-1

（介護老人保健施設銀玲内）
小野上・子持地域包括支援センター

㉕8025
中郷2399-7

（特別養護老人ホーム春日園内）
赤城地域包括支援センター

㉖2218
赤城町北赤城山1055-1

（介護老人保健施設赤城苑内）
北橘地域包括支援センター

㉕7720
北橘町八崎2349-17

（第二デイサービス虹の家内）

（別表）　　　　 　市地域包括支援センターの一覧

出典：「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律」に基づく対
応状況等に関する調査結果（群馬県）

（別図）
県内35市町村で受け付けた養護者による
高齢者虐待に関する相談・通報件数（件）

293 291 309 309 314
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被害を受けた
ことがある

22.7%

　１１月１２日（水）～２５日（火）は「女性に対する暴力をなくす
運動」期間です。この機会に女性への暴力について考え、
正しい知識を持ち、女性の人権を尊重するなど、私たち
にできることを考えてみましょう。
　詳しくは、本政策戦略課（ＴＥＬ㉕８４１９）へ。

■多くの人が暴力被害を受けたことがあります

■暴力は、人をたたく・なぐるだけではありません

■暴力に関する相談先があります
　悩む人には声かけを

■暴力被害を相談していない人が
　たくさんいます

決して「あなただけ」ではありません。
まずは相談してください。

女性に対する暴力をなくす。

（別表）　　　　 　　暴力に関する相談先
相談内容 連絡先 電話番号 ホームページ

性犯罪・
性暴力

性暴力に関するチャ
ット相談 Cure time
（キュアタイム）

－

性犯罪・性暴力被害
者のためのワンスト
ップ支援センター

＃8891
（はやくワン

ストップ）

性犯罪被害
相談電話
（警察）

＃8103
（ハートさん）

配偶者・
交際相手
からの
暴力

ＤＶ相談プラス 0120-279-889
（つなぐはやく）

ＤＶ相談ナビ ＃8008
（はれれば）

人権に
関する
相談・

悩みごと

みんなの人権
１１０番

（全国共通人権
相談ダイヤル）

0570-003-110
（ゼロゼロ

みんなの
ひゃくとおばん）

うち女性
　国の調査によると、交際経験がある人の１８．０％は、交際相手から暴
力被害の経験があると回答。これを男女別に見ると、女性は22．7％
と多いですが、男性も１2．０％と少なくありません（右図参照）。

▷大声で怒鳴る　▷目の前で物をたたく、投げる、壊す
▷人付き合いや外出を制限する
▷携帯電話、スマートフォンの通信履歴をチェックする
▷長時間無視をする
　これらは全て、あなたを傷つける「暴力」です。

　配偶者や恋人など、親しい関係にある、または親し
い関係にあった人からの暴力で悩んでいる女性は、我
慢せずに周囲や支援機関に相談しましょう。
　また、暴力などに悩んでいる女性が身近にいたら、
「あなたは悪くない」と伝え、相談窓口（左表参照）を案
内しましょう。

（別図）交際経験がある人における
交際相手からの暴力の被害経験

被害を受けたことが
ある女性の「37.4%」は
どこにも相談してい
ない

　国の調査によると、交際相手から暴力被害の経験が
ある女性の37．4％は、どこにも相談していないと回
答しています（上図参照）。主な理由は、「相談するほ
どのことではない」「自分にも悪いところがあると思っ
た」「相談しても無駄だと思った」「自分さえ我慢すれば
このままやっていけると思った」です。

被害を受けたことがある人（男女計）＝18.0%

被害を受けた
ことがある

12.0%

うち男性
出典：男女間における
暴力に関する調査

（令和６年３月・内閣
府男女共同参画局）

P2-5(共生社会)3.indd   2P2-5(共生社会)3.indd   2 2025/10/27   10:15:252025/10/27   10:15:25

3　　令和7年 11月号 広報しぶかわ　　2



11月25日（火）～12月1日（月）は

「犯罪被害者週間」です。
　犯罪被害に遭うと直接的な被害だけではなく、被害者本人やその家族も心身
の不調、生活上の問題、周囲の人の言動による傷つきなどの多くの問題を抱え
ます。犯罪は、いつ、どこで起こるか誰にも分かりません。身近な人が犯罪に
巻き込まれた場合、その人の置かれている状況と支援の必要性について考え、
被害者をさらに傷つけるような言動に注意しましょう。
　詳しくは、本危機管理室（ＴＥＬ㉒２１３０）へ。

犯罪被害者等支援シンボルマーク
「ギュっとちゃん」

犯犯
罪
被
害
者
週
間
と
は

市市
が
行
う
支
援

ホホ
ン
デ
リ
ン
グ・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

警警
察
が
行
う
支
援 ▲市が行う

各支援につ
いて

▲全国被害者支
援ネットワーク

▲市ホームページ

　こ
の
取
り
組
み
は
、
不
要
と
な
っ
た

本
や
Ｃ
Ｄ・Ｄ
Ｖ
Ｄ・ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を

市
が
回
収
し
、（
公
社
）全
国
被
害
者
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
送
付
し
、
そ
の
売

却
代
金
を
さ
ま
ざ
ま
な
犯
罪
被
害
者
支

援
活
動
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
　１１
月
2０
日
（木）
～
１2
月
１2
日
（金）

（
閉
庁
日
を
除
く
）午
前
８
時
3０
分
～
午

後
５
時

と
こ
ろ
　市
役
所
本
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル

回
収
対
象
外
と
な
る
物
　▽
１０
年
以
上

前
に
出
版
さ
れ
た
本
、
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ
コ
ー

ド
が
入
っ
て
い
な
い
本
、
雑
誌
な
ど

▽
規
格
品
番
が
確
認
で
き
な
い
Ｃ
Ｄ・

Ｄ
Ｖ
Ｄ・ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト

▽
シ
ン
グ
ル
Ｃ
Ｄ

そ
の
他
　詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
全
国
被
害
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

■
犯
罪
被
害
者
等
支
援
相
談
窓
口

　市
の
職
員
が
相
談
を
受
け
、
支
援・

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
や
各
種
相
談

窓
口
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。

相
談
方
法
　▼
電
話
＝
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

へ
電
話（
ＴＥＬ
㉕
８
５
２
６・受
付
時
間
は

月
曜
日
～
金
曜
日（
閉
庁
日
を
除
く
）午

前
８
時
3０
分
～
午
後
５
時
１５
分
）

▼
メ
ー
ル
＝
相
談
用
ア
ド
レ
ス（shim

insupport@
city.shibukaw

a.gun
m
a.jp

）へ
相
談
内
容
を
送
信（
24
時
間

受
け
付
け
）
　

▼
対
面
＝
事
前
に
予
約
し
危
機
管
理
室

へ（
予
約
は
右
記
の
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ
）

■
支
援
金
の
支
給

　犯
罪
被
害
者
や
遺
族
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
支
援
金
を
支
給
し

　犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
の
成
立
日
で

あ
る
１2
月
１
日
の
前
１
週
間
は
、「
犯
罪

被
害
者
週
間
」と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　期
間
中
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
や
犯
罪
被
害
者
等
の
名

誉
や
生
活
の
平
穏
へ
の
配
慮
の
重
要
性

な
ど
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
で
さ
ま
ざ
ま

な
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
危

機
管
理
室
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

支
給
額
　▼
遺
族
支
援
金
＝
１
事
件
に

つ
き
3０
万
円
　▼
重
傷
病
支
援
金
＝
１

事
件
に
つ
き
１０
万
円

■
補
助
金
の
交
付

　犯
罪
被
害
者
や
遺
族
の
日
常
生
活
を

支
援
し
、
居
住
の
安
定
を
図
る
た
め
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
申
請
方
法
や

要
件
な
ど
の
詳
細
は
、
危
機
管
理
室
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
経
費
　弁
護
士
費
用
、
家
事

代
行
費
用
、
託
児
施
設
利
用
料
　な
ど

そ
の
他
　補
助
金
額
や
補
助
率
な
ど
の

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い

　警
察
は
、
犯
罪
被
害
者
に
対
し
て
、

捜
査
状
況
等
の
情
報
提
供
、
臨
床
心
理

士
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
経
済
的

な
支
援
、
再
被
害
防
止
の
た
め
の
安
全

の
確
保
措
置
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
　県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者

支
援
室（
ＴＥＬ
０
２
７（
２
４
３
）０
１
１

０
）ま
た
は
渋
川
警
察
署
警
務
課（
ＴＥＬ
㉓

０
１
１
０
）
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しぶかわジェンダー平等推進表彰の受賞者紹介！

今回は、「ユースセンターよはく ＳＲＨＲ推進メンバー」の取り組みを紹介します。

〈連載・
第２回〉

ＳＲＨＲ（セクシュアル・リプロダクティブ・ヘル
ス／ライツ）とは　「性と生殖に関する健康と権
利」と訳され、心と身体の健康、性や生殖の正し
い情報を得られ、自ら選び、決定できるという基
本的人権のこと。生理や更年期、避妊や妊娠、出
産や育児支援など、男女双方に重要なテーマを扱
い、国際的にはＳＤＧｓにも明記されています。
団体の取り組み内容
「若者視点でＳＲＨＲやジェンダー平等の普及を」
▷主体的に学習機会を設け、群馬大学教授から女
性の健康づくりについての講義を受講
▷高校生自身が企画・制作した啓発リーフレット
を配布し、同世代に分かりやすく情報発信
受賞における評価ポイント
　若者自身が社会課題を認識し、自らの言葉と視
点で情報発信を行うことで、次世代のジェンダー
平等意識の醸成に貢献している点を非常に高く評価

■団体プロフィール
所在地　渋川市渋川　　　活動開始時期　令和６年１2月から
活動内容　ＳＲＨＲの普及啓発、若者向け相談イベントの企画　
※「ユースセンターよはく」は、高校生や大学生等のユース世代
が、放課後などに思い思いに好きなことをして過ごせる学校以
外の居場所として、令和６年４月に開所されました

受賞者に聞きました！
　　ジェンダー平等の取り組みを始めたきっかけは？
Ａ　ＳＲＨＲについて全く知らないメンバーもいれば、探
究心や将来の職業を見据えた興味から調べ始めたメンバー
もいました。そんな中、「自分らしい未来を選ぶために必要
な大切な知識や考え方だから、自分たちが理解しさらに広
げていきたい」と共通の考えを持ったことがきっかけです。

Ｑ　これからの目標を教えてください
Ａ　啓発リーフレットを多くの人に見て
もらって、性や健康について正しい知識
を学び、それぞれの違いを理解し合って、
ＳＲＨＲを他

ひ と ご と

人事じゃなく自
分のこととして受け止めてほ
しいです。そして、性別に関
係なく誰もがお互いを思いや
れる未来に繋がったらうれし
いです。

▲受賞者紹
介の詳細は
こちらへ

Q
Ａ

共生社会実現のまちへ

▲リーフレット

［写真］株式会社SUBARU提供▲ガイドの堀越選手（左）と唐澤選手（右）

　本市出身のパラアスリート唐澤剣也選手が、ニューデリー
２０２５世界パラ陸上競技選手権大会の男子５０００メートル（視覚障
害・T１１クラス）において、１５分２３秒３８の記録で２大会ぶりの金
メダルを獲得しました。また、男子１５００メートル（視覚障害・T１１
クラス）において、５位入賞を果たしました。
　唐澤選手の今後ますますの活躍を期待しています。
問合せ先　本広報室（ＴＥＬ㉒２１８２）

唐澤剣也選手
　 　おめでとう！

世界パラ陸上 金メダル獲得

　市は、誰もが自分らしく生き生きと活躍できる社会を目指し、ジェンダー平等を推進するため、先進的な取り
組みを行う団体や個人、計４団体を表彰しました。詳しくは、本政策戦略課（ＴＥＬ㉕８４１９）へ。

Q
Ａ

金
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